
神戸青年会議所が主催する「ポートフォーラム' 9 0 ｣ が
９月2 1 , 2 2 日の両日にわたり開催された。「ＳＥＴＳＡＩＬ
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石原慣

一
斯
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壷
爽
師
咋
主
一

神戸青年会議所 記念調

目次でおなじみの植松室こさん、松本薫さんの受賞作品会場となった神戸須磨離宮公園

一

神戸須磨離宮公園
現代彫刻展開催

(7 0月１日月～7 7月1 0日出）
●コウベスナッフ

２１世紀の神戸を探る

ｒＳＵＭＡ」ビエンナーレとして親しまれてきた神戸須
磨離宮公園現代彫刻展が１０月１日より開かれている。今
年で１２回目を迎える同展は笹山神戸市長の「市民生活に
潤いのある街をつくること。花、緑、彫刻、水をテーマ
に街づくりをしたい｡ 」という挨拶とともに幕あけした。

ベスナッブ

駅一トフオーラム'９０」
開催

トップミーティングスペシャルの模様

ＦＯＲＴＨＥＦＵＴＵＲＥ｣ －羅針盤の針は未来をさす、
をテーマに五つの分科･ 会が開かれ、国際都市神戸の在り
方を探った。

増田暗信理事長
演を行った
太郎氏
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文
。
高
橋
亨

ち
か
ご
ろ
大
型
版
画
が
ふ
え
て
き
た
。
そ
れ
は
世
界
的
な
傾
向
だ
が
、
こ
の
作
品
も
版
画
と
し
て
は

ず
い
ぶ
ん
大
き
い
。
幅
皿
セ
ン
チ
・
油
彩
画
で
い
っ
て
も
か
な
り
の
大
き
さ
で
あ
る
。
迫
力
が
あ
る
。
お

ば
け
の
よ
う
な
黄
色
ピ
ー
マ
ン
。
し
か
し
対
象
物
や
画
面
を
た
だ
大
き
く
す
れ
ば
迫
力
が
で
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
表
現
力
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

制
作
の
工
程
に
い
ろ
ん
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
現
代
版
画
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。
こ

の
作
品
の
場
合
は
手
が
こ
ん
で
い
る
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
ふ
た
つ
の
ピ
ー
マ
ン
の
手
前
に
透
明
な

ア
ク
リ
ル
板
を
立
て
、
透
視
し
な
が
ら
ア
ク
リ
ル
板
に
ピ
ー
マ
ン
の
絵
を
か
く
。
精
密
に
描
く
の
で
は

な
く
、
透
視
像
を
思
う
ま
ま
に
な
ぞ
る
。
ピ
ー
マ
ン
の
ほ
ぼ
左
半
分
の
黄
色
い
と
こ
ろ
、
頭
の
黒
い
点

な
ど
が
そ
れ
。
つ
ぎ
に
ア
ク
リ
ル
板
上
の
図
像
と
実
物
の
ピ
ー
マ
ン
が
重
な
る
よ
う
に
し
て
写
真
を
と

る
。
そ
の
写
真
を
も
と
に
製
版
し
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
で
プ
リ
ン
ト
す
る
。
そ
こ
ま
で
が
版
画
と
し

て
の
工
程
だ
が
、
こ
の
作
品
は
そ
う
し
て
で
き
た
版
画
に
、
さ
ら
に
い
ろ
ん
な
色
彩
が
塗
り
重
ね
て
あ

る
。
つ
ま
り
手
描
き
が
二
重
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色
。
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
ピ
ー
マ
ン
の
つ
や

や
か
な
肌
と
、
対
照
的
に
あ
ら
あ
ら
し
い
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
部
分
と
が
、
互
い
を
へ
だ
て
な
が
ら
し

か
も
溶
け
あ
う
よ
う
な
、
微
妙
な
空
間
の
間
合
い
を
た
た
え
る
。

作
者
は
こ
う
し
た
作
品
を
Ｉ
Ｂ
Ｍ
絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
に
１
９
８
５
年
以
来
出
品
し
、
今

年
を
い
れ
て
４
回
も
優
秀
者
受
賞
を
重
ね
て
い
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
多
い
が
、
こ
ん
な
記
録
は
珍
し
い
。

つ
ぎ
は
大
賞
。
ピ
ー
マ
ン
食
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
。

美
の
小
箱

小
枝
繁
昭

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

（
美
術
評
論
家
）
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’１鴬‘ｉ贈
り

ⅢＦミ

〆二，房喝品 慰蕊‐

菖蓉j 尋鐸＝伊

エンバ賞美術展( ' 8 6 ～‘8 9 出品) / ' 8 8 新人賞
現代版画コンクール展( ' 8 4 , ' 8 6 出品) / ' 8 6 優秀賞
京都美術展(’8 4 , 8 5 出品) / 1 8 5 新人賞
ｌＢＭ絵画･イラストコンクール(』8 5 ～' 8 9 出品) / ' 8 6 ，
'88.,89侵秀賞
クラコウ国際版画ピエンナーレ( ‘8 6 , ' 8 8 出品) ﾉ 買上げ賞
和歌山版画ピエンナーレ
日仏会館ポスター原画コンクール/ 2 席､ 西武版画大賞展
現代日本美術展/ 兵庫県立美術館賞､ 版から版へ一京都
1 9 8 9 -
マキシ･ グラフイカ( ' 8 9 , ' 9 0 出品〉
シバ･ アニュアル' 9 0 ､ 日本国際美術展
静物一近世から現代へ､ プリンテッド･ アート展
ExhibitionofJapaneseA1｢tists
T a k e A r t C o l l e c t i o r l l 9 9 0
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神
戸
の
名
木

中
村
八
幡
神
社
の
い
ち
ょ
う
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口
市
バ
ス
山
田
小
学
校
前
北
二
○
○
ｍ

黄
色
一
色
に
ぬ
り
つ
ぶ
さ
れ
た
枝
が
境
内
を

威
圧
す
る
様
に
社
殿
左
に
立
っ
て
居
る
。

又
三
重
の
塔
は
重
要
文
化
財
で
室
町

時
代
の
塔
婆
建
築
の
優
作
で
す
。

所
在
地
ｌ
北
区
山
田
町
中
字
宮
の
片
六
条
八
幡
宮
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位

カ
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Ｉ
Ⅱ

．
に
し
む
ら
瑚
誹
文
庫

花
人
川
瀬
敏
郎
さ
ん
を
迎
え
て

｜
’
１１
，J

鋤Ｉ

９

日
本
の
風
土
、
慣
習
の
中
で
美
し
く
は
か
な
く
咲
き
乱
れ
る
花
た

ち
の
姿
を
世
界
に
伝
え
る
花
人
、
川
瀬
敏
郎
さ
ん
。
川
瀬
喜
代
子

会
長
の
甥
子
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
花
に
つ
い
て
、
日
本
に
つ
い

て
…
と
お
話
が
弾
み
ま
し
た
。
（
詳
し
く
は
坐
ペ
ー
ジ
「
卵
排
の
み

な
が
ら
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
）

熟
議
鞍
一
一
＄

ｒ
、
！
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詞
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ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
、
招
待
状
が
届
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
ー
プ
デ
コ
ル
テ
も
い
い
け
れ
ど
、
突
然

ド
ラ
マ
秀
１
ヅ
ク
な

パ
ー
テ
ィ
へ
の
前
奏
曲
。

、

Ｃ ○ Ｍ Ａ Ｒ|、’ Ｇ 函 ■
■

』

ドレス( グランドキュブラ1 0 0 ％、

は
、
格
調
高
く
。
時
に
は
、
キ
ュ
ー
ト
に
。
今
年
の
ド
レ
ス
は
、
よ
り
華
や
か
に
ラ
イ
ン
ア
又
プ
し
て
い
ま
玄

ヘ
ァ
ヌ
イ
ク
か
ら
小
物
ま
で
気
を
配
っ
て
、
あ
な
た
の
描
く
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
い
て
く
だ
さ
い

の
お
誘
い
に
も
自
分
ら
し
く
出
席
で
き
る
カ
ク
テ
ル
ド
レ
ス
を
、
一
着
は
揃
え
て
お
き
た
い
も
の
。
時
に

イルミネーションにも負けない輝き。
⑨プリフェレンス

パイルレーヨン1 0 0 ％) 9 8 0 0 0 円
2 階ドレスメゾネット

惨 Ｄ' ﾍ ｌＭＡｌマＬｊＫｏＢＥ１~ 4 階･ 地1 階は7 時まで営業鑑表示価格の3 % を消費税として
電話( 0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 2 1 ( 水曜定休）５階～屋上･ 地2 階は6 時3 0 分まで営業別途頂だいいたします

１
１
１

一
釧
鍛
輝
穏
鰹
鯉
認
鰐
鍵
総
蟻
鯉
癖
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Lあなたの,神戸赫たの、Lあなたの,神戸碗
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ケルラン

ノ

、／

ハフ

１ア
トツ

夜
景
の
き
れ
い
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
し
ゃ
れ
な
デ
ィ
ナ
ー
を
窯
し
ん
だ
り
、

ホ
テ
ル
の
パ
ー
一
〒
１
で
大
騒
ぎ
し
た
り
。

そ
ん
な
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
の
は
、

い
ま
の
恋
に
出
会
っ
て
か
ら
ゅ

・
年
に
一
度
の
特
別
の
夜
。

牽
華
な
料
理
や
き
ら
び
や
か
な
ド
レ
ス
は

も
ち
ろ
ん
素
敵
だ
け
れ
ど
．

い
ま
は
む
し
ろ
大
切
な
人
と
過
ご
す

肺
か
で
あ
た
た
か
な
ひ
と
と
き
に
心
惹
か
れ
る
。

だ
か
ら
今
年
は
私
の
部
埋
で
、

ホ
ー
ム
メ
イ
ド
・
ク
リ
ス
マ
ス
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
臼
い
ク
ロ
ス
と
赤
い
キ
ャ
ン
ド
ル
。

と
っ
て
お
き
の
お
皿
や
グ
ラ
ス
を
セ
ツ
一
宇
→
ン
グ
し
て
．

手
づ
く
り
の
科
班
と
シ
ャ
ン
パ
ど
尾

ド
ア
に
は
ひ
い
ら
ぎ
の
リ
ー
ス
を
飾
り
、

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
甘
い
シ
ャ
ン
ソ
ン
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
メ
イ
ン
一
キ
ッ
シ
ュ
は
、

ド
レ
ス
ア
ヴ
プ
し
た
私
。

。
一
人
で
岬
か
に
酪
り
合
っ
た
り
、
黄
耶
を
し
た
り
。

夜
が
更
け
た
ら

近
く
の
教
会
の
ミ
サ
に
出
か
け
る
の
も
い
い
。

一
年
の
携
わ
り
の
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
で

ロ
マ
ル
チ
ッ
ク
な
イ
ブ
の
夜
。

三愛
ｷ ｬ ﾝ 殉ﾜ ド･ マス
メイソングレー
フォーヒット
ペネトン
ラッキーズ
' 一一ハウス
イーストポーイ
ペネトン･ グブズ
フェアリー
ペシエ
リブプスター
ペイトンプレイヌ
ヴィフ
パルチザン
ロイス･ クレヨン
アラプグレッツ

▼

、

､／

コヨ

ﾛ レン

クパ
シＩ
ヨク
ン産．〆？' た冴淘／

、

シス

メリーヒル
ミシューロエタム
アユージエ
クラプ･ メヮド
リーフノット
シ画セブト
アトモスフェール
ヴィッキー
アラン･ マヌキャン
キャトルセゾン
ハウスオプローピ
ワコール
トリンプ
ラパプンレ
ミセラン
シェル

ルーフマル･ヲぅイダルサロザ

ダイアナ
ミッシェル･ クラン

ク
リ
ス
マ
ス
は
も
？
す
ぐ
で
す
や

第臼月曜・定休日 ■

クロードレマ
タカノ
ココ山岡

神戸･ 三宮さんプラザ､ センターブラザ3 Ｆ
営藁時閲迦1 1 . 0 0 - p m 8 : 0 0 ＰＨＯＮＥロブB －ａＢＥ－１ＳＳＢ
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

Ⅱ
月
号
目
次
霞
１
９
９
０
．
肋
３
５
５

表
紙
／
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
強
バ
ー
／
西
村
功

Ⅵ
神
戸
っ
子
卯
／
反
橋
恵
子
・
植
松
室
二

Ｍ
あ
る
集
い
ｚ
八
・
Ｐ
．
Ｓ
・
兵
庫
県
総
合
水
彩
画
会

”
軍
う
べ
ス
ナ
ッ
プ

氾
美
の
小
箱
／
文
・
高
橋
享

加
神
戸
の
名
木
／
カ
メ
ラ
。
小
林
政
夫

副
天
皇
陛
下
即
位
の
礼
、
祝
賀
の
言
葉
ｚ
加
藤
隆
久

狸
私
の
意
見
／
弓
倉
恒
男

羽
随
想
三
題
／
田
廊
新
・
小
泉
八
重
子
・
山
田
幸
平

躯
地
域
文
化
論
／
水
谷
頴
介

調
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
／
さ
ん
ち
か
鴎
同
年

調
連
載
エ
ッ
セ
イ
／
林
田
童
五
郎

蛇
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
／
右
近
雅
夫

“
瑚
排
飲
み
な
海
ら

妃
特
集
へ
旧
居
留
地
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
》
工
凱
セ
イ
・
旧
居
留
地

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
文
・
坂
本
勝
比
古
旧
居
留
地
ア
ン
ケ
ー
ト

別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
〈
兵
庫
大
仏
を
神
戸
大
仏
に
〉

刃
Ｏ
ｈ
ノ
タ
ヵ
ラ
ヅ
ヵ

洞
コ
ァ
ッ
シ
ョ
シ
ウ
ォ
ソ
チ
ン
グ
／
篠
原
順
子

だ
フ
ア
ソ
シ
ョ
ン
ス
ポ
リ
ト

肌
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
板
東
英
理
・
多
劉
由
希
子

剛
も
う
さ
ん
の
兵
庫
ウ
ォ
ー
ク

Ⅲ
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
グ

Ⅷ
動
物
園
飼
育
日
記
／
亀
井
一
成

肥
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
エ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

脚
話
題
の
ひ
ろ
ぱ
／
服
部
清
美
パ
ー
テ
ィ
ー
・
井
植
文
学
賞
受
賞
式

ド
イ
ツ
統
一
記
念
パ
ー
テ
ィ

秘
神
戸
を
福
祉
の
街
に
族
橋
本
明

剛
有
馬
歳
時
記

唖
神
戸
の
集
い
か
薗

伽
百
店
会
だ
よ
り

剛
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

Ⅷ
シ
ネ
マ
試
写
室
／
淀
川
長
治

姫
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
赤
ｌ
ナ
ル

剛
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

叩
る
ぽ
る
た
ｌ
じ
和
神
戸
／
ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ
ｌ
Ｆ
Ｍ
開
局
文
，
有
井
基

職
連
戦
小
説
「
壷
の
中
』
／
玉
岡
か
お
る
／
灘
元
唯
人

間
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

Ⅷ
ち
ょ
っ
と
た
た
ず
乳
燕
／
街
角
の
花
加

怖
海
船
港
／
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
煉
瓦
倉
庫
文
・
か
ど
も
と
み
の
る

目
次
作
品
Ｉ
松
本
燕

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
９
森
田
篤
志
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宴
会
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中

生
風かおる

日
本
海

C h a n s o n コンサート
出猫

風かおる
風間恵
高IlIr

ケスト
風さやか
演奏
S a x
難波克行

十
馬詰のりあき錨

麹＆ 嫁妙
ザ・スクラッチ 風かおる

ＷＩＮＤ

、

磯 ジメ

満足コース解

ご一名さま10,000円（税・サ込)．
■ご予算、応相談

ｿ

１２月８日出新神戸オリエンタル劇場
チケット￥4 0 0 0 （全席自由）
P M 6 : 0 0 開場P M 6 : 3 0 開演

由）'
罪、感

蕊『
劃

／

おI | ' し込み。お問い合わせＷＩＮＤ・ＴＥＬ＆ＦＡＸ

政府登録国際観光旅館
碓売，チケ‘ゾトぴあ０６３６３９９９９

ホテル皇胆 新神ﾉ 『オリエンタル劇場チケットセンター
０７８２９１９９９９・ＷＩＮＤ

紬ＭＷＩＮＤ〒6 5 O 神戸市中央区下山手通4 - 5 - 1 〔全但会館〕
市営地下鉄山手く県庁前> 駅下車東出口2 番1 分

電話神戸0 7 8 ( 3 9 1 ) 3 8 3 8㈹
溺

壷

、 ノ
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この己のに1ヅヮにラストスーヅ

1 ．ベッチンスーツ
￥３２，０００

2 . レザースーツ
上￥1 3 0 , 0 0 0
下￥8 9 , 0 0 0

3 . コーデュロイスーツ
上￥3 8 , 0 0 0
下￥1 ９，８００

4 . シャネルスーツ
上￥3 6 , 0 0 0

銘

ＤＯＬＣＥＭＡＣ, レディースM A C
のスタッフ

１．２三宮M A C ( 2 F )レデイースＭＡＣ３．４ＤＯＬＣＥＭＡＣ( 2 F )ＧｌＯＳＰＯＲＴ 撮影協力- 収穫祭1 N オランダ畑く北野〉

荷凪Ｃ韓蝋蕊慨c…#繍擬鵠｡・脚…･Eomi‘…，SANNOMIYACENTER-GAI1078-391-O895

D O L C E M A C S A N N O M l Y A C E N T E R - G A l 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1S 1 N C E 1 8 弱ＫＯＢＥ識r 縦縦畔醗緋協難鋪' ｡ ~ ．…1 割
ＢＥＮＥＴＴＯＮＭＡＣＨＩＭＥＪｌＦＥＳＴＡ３ＦＯ７９２- 2 2 - 1 3 3 3
F U J I I D A I M A R U M A C K Y O T O F U J I l D A l M A R U 2 F O 7 5 - 2 1 1 - 0 8 5 7
S U N V I ＯＬＡＭＡＣＴＡＫＡＲＡＺＵＫＡＳＵＮＶＩＯＬＡ３ＦO 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
p L E N T Y M A c s E I s l N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - O O 8 8
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お慶び申し上げます。

▲光格天皇御即位御式御掛物（筆者蔵）
天皇陛下の御即位を

即位の礼と大嘗祭
月刊神戸っ子編集室

加藤隆久く生田神社宮司＞

せ
ん
そ

天
皇
陛
下
は
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
ｐ
Ｈ
践
詐
さ
れ
、
第
百
一
一

十
五
代
天
皇
の
御
位
に
お
つ
き
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
元
号
は
「
昭

和
」
か
ら
「
平
成
」
へ
と
改
ま
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
十
一
月
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
て
は
即
位
の
礼
・

大
嘗
祭
の
皇
位
継
承
儀
礼
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

諸
儀
式
（
御
大
典
）
は
、
天
皇
と
国
民
を
結
ぶ
日
本
文
化
の
結
晶

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

即
位
礼
は
十
一
月
十
二
日
に
行
わ
郭
藤
転
窪
鯉
下
が
正
式
に
皇

位
を
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
御
祖
先
の
天
照
大
御
神
に
奉
告
、
国
内

そ
し
て
諸
外
国
に
対
し
て
即
位
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
す
る
儀
式
を

い
い
ま
す
。
当
日
は
、
国
民
の
代
表
を
は
じ
め
海
外
か
ら
多
数
の

国
賓
が
訪
れ
ま
す
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
は
こ
の
儀
式
が
終
る
と
、
御
即
位
さ
れ
た

事
を
広
く
国
民
に
披
露
さ
れ
る
た
め
宮
殿
か
ら
赤
坂
御
所
ま
で
の

間
を
御
列
を
整
え
て
進
ま
れ
ま
す
。

だ
い
じ
よ
う
さ
い

「
即
位
式
」
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
る
お
祭
ぃ
ソ
が
「
大
嘗
祭
」

に
い
な
め
さ
い

で
す
。
天
皇
陛
下
が
御
即
位
し
て
は
じ
め
て
の
「
新
嘗
祭
」
を

だ
い
じ
よ
う
さ
い

「
大
嘗
祭
」
と
呼
び
、
古
く
か
詑
沃
塞
馳
妬
訪
駄
切
な
お
祭
肺
ソ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
嘗
祭
は
皇
祖
天
照
大
御
神
を
始
め
神
々

し
ん
こ
ぐ

に
、
そ
の
年
の
新
穀
を
天
皇
が
直
接
お
供
え
し
、
ま
た
御
自
身
割
ｂ

し
ん
こ
く

ゆ

お
食
べ
に
な
る
お
祭
ぃ
ソ
で
す
。
新
穀
は
、
全
国
よ
り
選
ば
れ
た
悠

忠
す
き

ゆ
３

紀
・
主
基
価
蝿
方
よ
恥
ソ
奉
ら
れ
ま
す
。
こ
の
度
は
、
悠
紀
地
方
が

秋
田
県
、
主
基
地
方
が
大
分
県
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

天
皇
陛
下
は
、
お
祭
り
に
あ
た
っ
て
厳
重
に
身
を
お
清
め
に
な

ら
れ
て
御
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
＋
ど
一
切
調
蓬
汁
建
網
評
夜
も
鎮
ま
っ
た

頃
、
悠
紀
殿
に
お
進
み
に
な
り
皇
祖
天
照
大
御
神
、
並
び
に
神
々

ゆ
き

し
ん
と
く

に
悠
紀
地
方
で
と
れ
た
新
穀
を
供
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
深
夜
か

ゆ
匙
で
ん

ら
題
迄
十
三
日
の
明
け
方
近
く
に
か
け
て
悠
紀
殿
と
同
じ
お
祭
師
ソ

を
主
基
殿
で
行
わ
れ
ま
す
。

だ
い
じ
よ
う
さ
い

「
大
嘗
祭
」
は
、
天
皇
さ
ま
が
国
の
繁
栄
し
」
国
民
の
幸
福
、
世

界
の
平
和
を
夜
を
徹
し
て
祈
ら
れ
る
厳
粛
な
お
祭
り
で
す
。

ご
仁
い
て
ん

涼
」
の
御
大
典
を
お
祝
い
し
て
全
国
で
様
々
な
催
し
が
行
わ
執
確

す
。
生
田
神
社
で
は
、
十
一
月
二
十
六
日
午
後
六
時
よ
り
「
御
大

て
ん
し
ん
じ
げ
い
の
う

典
圭
奉
祝
・
神
事
芸
能
の
夕
べ
」
を
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場

で
開
催
し
ま
す
。
神
戸
の
皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
（
入
場
券
八
三
千
円
Ｖ
御
希
望
の
方
は
、
生
田
神
社
ま
で
御

申
込
み
下
さ
い
。
電
話
３
２
１
１
３
８
５
１
）１

３１
１
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口
私
の
意
見

一~

今
こ
そ
、

文
化
を
育
む
た
め
の

弓
倉
恒
男

〈
認
謬
市
民
文
化
振
興
財
団
／、

秋
は
文
化
の
季
節
、
「
文
化
」
と
い
う
言
葉
が
、
あ
ち
こ
ち
に

氾
濫
し
ま
す
。
学
校
の
文
化
祭
か
ら
国
民
文
化
祭
ま
で
、
文
化
の

名
の
付
く
催
物
が
い
ろ
い
ろ
な
所
で
行
わ
れ
、
文
化
の
日
が
来
る

頃
は
正
に
文
化
の
秋
も
た
け
な
わ
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
に
よ
く
使
わ
れ
る
「
文
化
」
と
い
う
語
も
、
い
ざ
、
文

化
と
は
何
か
と
開
き
直
ら
れ
る
と
簡
単
に
は
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
学
問
上
で
は
、
人
類
学
の
成
果
と
し
て
明
確
な
定
義

が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
文
化
と
は
人
間
の
生
活
の
仕
方
の
う
ち

社
会
か
ら
学
習
に
よ
っ
て
独
得
さ
れ
た
も
の
の
す
べ
て
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
範
囲
が
広
す
ぎ
て
、

「
文
化
行
政
」
と
か
「
文
化
振
興
」
と
い
う
立
場
か
ら
は
手
の
付

け
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
人
間
の
感
性
に
関
わ
り
の
よ

り
深
い
も
の
で
、
心
を
豊
か
に
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
と
、
芸
術
、

生
活
文
化
、
教
養
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
「
文
化
」
と
私
達
市
民
の
関
わ
り
方
と
な
り
ま
す

と
、
第
一
に
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
文
化
的
価
値
を
創
造
す
る

「
創
作
活
動
」
、
第
二
に
文
化
的
価
値
を
亭
受
す
る
「
鑑
賞
」
、
第

三
に
心
を
豊
か
に
す
る
知
識
・
教
養
の
「
学
習
」
、
第
四
に
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
の
は
、
私
達
の
生
活
を
と
り
ま
く
「
文
化
環
境
」
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
空
間
と
機
会
の
誘

導
が
文
化
振
興
の
仕
事
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
神
戸
で
は
、
「
秋
の
芸
術
祭
」
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。
香
り
高
い
文
化
を
少
し
で
も
市
民
の
身
近
に
と
、
格

安
の
市
民
料
金
で
楽
し
め
る
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
の
「
花
か
が
み
公

演
」
や
各
区
で
の
「
文
化
イ
ベ
ン
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
新
に

加
え
て
、
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
、
画
廊
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
神
劇

ま
わ
り
舞
台
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
こ
う
も
り
」
、
オ
．
ヘ
ラ
「
夕
鶴
」
、

外
国
人
に
よ
る
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
な
ど
盛
沢
山
に
、
多
く
の

人
達
の
協
力
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

文
化
の
振
興
に
は
、
市
民
、
文
化
人
は
も
と
よ
り
、
文
化
団
体

や
行
政
や
企
業
な
ど
が
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と

き
あ
た
か
も
、
「
メ
セ
ナ
」
（
企
業
の
文
化
支
援
）
の
語
も
普
及
し

始
め
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
住
む
ま
ち
の
文
化
を
育
む
た
め
に
、
知

慧
と
力
を
出
し
合
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
（
話
し
合
い
の
広
場
）
の

必
要
を
感
じ
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
／
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３２
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